
1.

�解答例�

(1) 方程式 f (x) = 0は x = −1を解にもつとするので，f (−1) = 0であるから，
　　　　 f (−1) = a− 3 = 0

よって， a = 3
�����

このとき，f (x) = 2x3 + 3x2 − 1 = (x+ 1)
2
(2x− 1)

方程式 f (x) = 0の解は，(x+ 1)
2
(2x− 1) = 0より，x = −1，1

2
���������

(2) a = 3のとき，
　　　　 f (x) = 2x3 + 3x2 − 1

　　　　 f ′ (x) = 6x2 + 6x = 6x (x+ 1)

f ′ (x) = 0とすると，x = −1，0

f (x)の増減は次の表のようになる．

　　　　
x · · · −1 · · · 0 · · ·

f ′ (x) + 0 − 0 +

f (x) 0 −1

関数 f (x)の極値は，極大値 0，極小値− 1
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(3) 方程式 f (x) = 0が異なる 3つの実数解をもつ条件は，

　　　　



y = f (x)

y = 0

のグラフが相異なる 3つの共有点をもつことである．
　　　　 f ′ (x) = 6x2 + 2ax = 2x (3x+ a)

f ′ (x) = 0とすると，x = − a
3
，0

− a
3

= 0，つまり a = 0とすると，f ′ (x) = 6x2 � 0

f (x)は単調に増加するので，条件を満たさない．
a \= 0のもとで，f (x)の増減は次の表のようになる．
　　　　 [a > 0のとき] [a < 0のとき]

　　　　
x · · · − a

3
· · · 0 · · ·

f ′ (x) + 0 − 0 +

f (x) 極大 極小

x · · · 0 · · · − a
3

· · ·

f ′ (x) + 0 − 0 +

f (x) 極大 極小

 

 



極値になる 2つの値は，
　　　　 f (0) = −1

　　　　 f
(
− a

3

)
= a3

27
− 1

条件は極大値が正かつ極小値が負になることであるが，f (0) < 0なので，

　　　　 a > 0かつ f
(
− a

3

)
= a3

27
− 1 > 0　　すなわち，a3 > 27

よって，求める aの値の範囲は， a > 3
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２．
■ 解答例 □

(1) 　 (n+ 1)2 − (
√
n2 + 1 )2 = n2 + 2n+ 1− (n2 + 1) = 2n > 0より,

　　　　　 (
√
n2 + 1 )2 < (n+ 1)2

　よって,
√
n2 + 1 > 0, n+ 1 > 0より,

　　　　　√
n2 + 1 < n+ 1

　　　　　 an < n+ 1

が成り立つ.

【証明終了】

(2) 　 n =
√
n2 <

√
n2 + 1と, (1)で示した不等式より,

　　　　　 n < an < n+ 1

　よって, an を超えない最大の整数が nとわかるから, an の小数部分 bn は,

　　　　　 bn = an − n =
√
n2 + 1− n
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(3) 　m, nを異なる 2つの自然数とするとき, bm = bn であると仮定すると, (2)の結果より,

　　　　　√
m2 + 1−m =

√
n2 + 1− n

　　　　　√
m2 + 1 + n =

√
n2 + 1 +m

　よって, 両辺正より, 両辺を 2乗すると,

　　　　　m2 + 1 + 2n
√
m2 + 1 + n2 = n2 + 1 + 2m

√
n2 + 1 +m2

　　　　　 n
√
m2 + 1 = m

√
n2 + 1

　　　　　√
m2n2 + n2 =

√
m2n2 +m2

　　　　　m2n2 + n2 = m2n2 +m2

　　　　　m2 − n2 = 0

　　　　　 (m− n)(m+ n) = 0

　m, nは自然数であるから, m+ n \= 0より,

　　　　　m− n = 0

　　　　　m = n

　しかし, mと nは異なる 2つの自然数であるので, 矛盾する.

　したがって, m, nを異なる 2つの自然数とするとき, bm \= bn である.

【証明終了】

 

 



 

 



 

 




